
基本方針 基本施策

１－１　スポーツにより地域がつながる

１－２　スポーツにより健康とつながる

１－３　スポーツにより多様な立場の市民がつながる

１－４　スポーツにより全国・世界とつながる

２－１　誰もがスポーツに親しめる機会をつくる

２－２　スポーツ活動を支える人材をそだてる

２－３　デジタル技術活用によりスポーツ界をそだてる

３－１　誰もがスポーツに親しめる場をつくる

３－２　誰もがトップレベルを目指せる環境をつくる
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重点

 熊本市生涯スポーツマスタープランについて

コロナ禍以降の市民のライフスタイルの変化や人口減少など社会状況の変化等を踏まえ、本市の生
涯スポーツの指針となる「第３次熊本市生涯スポーツマスタープラン」を策定する。

１ 第３次熊本市生涯スポーツマスタープランについて

スポーツ振興課

（１）策定の趣旨

（２）計画期間

熊本市第８次総合計画と終期を合わせるため、令和７（２０２５）年度から令和１３（２０３１）
年度の７年間の計画とする。（※中間年度となる令和９（２０２７）年度に見直しを行う。）

資料４

２ 計画概要について

（１）将来像

ライフステージに応じて誰もがスポーツとつながり、健康的でいきいきと生活できる熊本市

（２）基本方針

３つの基本方針の中でも、基本方針１「スポーツを通じて市民が つながる」を本市にとって重要
な方針として位置づけます。

（３）成果指標・目標値

成果指標 現状値 目標値（R13）

スポーツ実施率（週に1回30分以上実施した割合）
※総合計画に関する市民アンケート調査

56.7% ▶ 60%

スポーツ観戦率（直接現地にて観戦した割合）
※市民のスポーツ活動に関するアンケート調査2024

45.3% ▶ 50%

ボランティア参加率（スポーツボランティア活動
を行った割合）※市民のスポーツ活動に関するアンケート調査2024

12.8% ▶ 15%
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３ 策定スケジュール

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

スポーツ推進審議会
●
諮問

● ● ● ● 答申

市民ニーズ調査

議会
●
骨子

●
素案

●
最終案

熊本市
（政策会議）

●
骨子

●
素案

今回

基本施策 主な取組

１－１
スポーツにより地域がつながる

● 総合型地域スポーツクラブへの育成・支援
● 地域スポーツ活動の機会創出

● 地域スポーツ活動の担い手支援
● プロ・トップスポーツチームとの連携促進
 （拡充）

１－２
スポーツにより健康とつながる

● スポーツによる心身の健康増進
● 健康づくりプログラムの実施

１－３
スポーツにより多様な立場の市民がつながる

● 地域スポーツ活動による交流の促進
● 誰もが参加できるスポーツの機会創出

● スポーツを通じた障がい者理解の促進

１－４
スポーツにより全国・世界とつながる

● 各種国際スポーツ大会の開催
● スポーツコンベンションの振興

● 友好姉妹都市等とのスポーツ交流（新）

２－１
誰もがスポーツに親しめる機会をつくる

● 子どものスポーツ機会の確保と体力向上
● スポーツ大会観戦や応援活動の促進

● 熊本市スポーツリーダーバンクの活用

２－２
スポーツ活動を支える人材をそだてる

● 地域スポーツ指導者の育成・支援
● スポーツの支え手の育成・支援

２－３
デジタル技術活用によりスポーツ界をそだてる

● 情報発信の強化
● システムやアプリの活用（拡充）

３－１
誰もがスポーツに親しめる場をつくる

● スポーツ施設の機能充実・利便性の向上
● 道路やオープンスペース等の活用促進

● 学校体育施設の活用促進

３－２
誰もがトップレベルを目指せる環境をつくる

● スポーツ分野において活躍・貢献された方
     へ支援や表彰
● プロスポーツチームと連携した環境づくり

● プロスポーツチームによるイベントや教室等
の開催（拡充）

（４）主な取組

２

市民アンケート
団体ヒアリング等
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